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平
成
２
９
年
７
月
２
８
日(

金)

、 

経
済
産
業
省
よ
り
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物(

核

の
ご
み)

の
最
終
処
分
が
で
き
る
可
能

性
の
あ
る
地
域
を
示
し
た
日
本
地
図

『
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
』
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。 

今
号
で
は
、
そ
の
処
分
方
法
、
選
定

の
流
れ
や
『
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
』
の

概
要
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

   ｢

核
の
ご
み｣

と
も
呼
ば
れ
る
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
将
来
の
人
間

の
管
理
に
委
ね
ず
に
済
む
よ
う
、
地
下

深
く
の
安
定
し
た
岩
盤
に
閉
じ
込
め
、

人
間
の
生
活
環
境
か
ら
隔
離
す
る
た

め
、
地
下
３
０
０
㍍
よ
り
深
い
『
地
層

処
分
』
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
放
射
線

量
が
低
く
な
る
数
万
年
か
ら
数
十
万

年
先
に
わ
た
っ
て
、
管
理
・
処
分
す
る

も
の
で
す
。 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
は
、
原

子
力
発
電
所
の
使
用
済
み
核
燃
料
か

ら
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り

出
す
再
処
理
の
過
程
か
ら
出
る
も
の

で
、
そ
の
再
処
理
の
際
に
生
じ
る
放
射

性
レ
ベ
ル
の
高
い
廃
液
を
、
ガ
ラ
ス 

核
の
ご
み
の
最
終
処
分
は     と

混
ぜ
て
固
め
た｢

ガ
ラ
ス
固
化
体｣

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
地

上
施
設
の
広
さ
は
、
約
１
～
２
平
方

キ
ロ
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
埋
設
す
る

地
下
施
設
は
、
約
６
～
１
０
平
方
キ

ロ
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

   

平
成
１
２
年
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
出
る
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分

方
法
等
に
つ
い
て
の｢

特
定
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律｣

が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
候
補
地
選

定
の
基
本
方
針
は
、
処
分
地
調
査
の

受
け
入
れ
自
治
体
を
公
募
し
て
き
ま

し
た
が
、
応
募
し
た
自
治
体
は
高
知

県
東
洋
町
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
、

町
議
会
に
も
諮
ら
ず
応
募
し
た
こ
と

や
、
近
隣
市
町
村
か
ら
も
反
対
運
動

が
起
こ
る
な
ど
の
大
き
な
社
会
問
題

と
な
り
、
最
終
的
に
は
名
乗
り
を
上

げ
る
自
治
体
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 そ

こ
で
、
平
成
２
７
年
５
月
、
過

去
の
政
策
を
見
直
し
、
国
が
全
面
に

立
っ
て
、
国
民
や
地
域
と
協
力
を
得       

・
『
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
』
の
公
表 

(

用
地
の
適
性
を
示
し
、
用
地 

選
定
の
た
た
き
台)

 

↓ ・
全
国
・
地
域
に
お
け
る
対
話 

の
積
み
重
ね 

↓ ・
法
律
に
基
づ
く
３
段
階(

文
献 

調
査
・
概
要
調
査
・
精
密
調
査)

 

の
処
分
地
選
定
調
査 

↓ ・
安
全
性
の
確
認 

↓ ・
最
終
処
分
場
の
選
定 

 

    

 
 

裏
面
の
と
お
り
、
詳
細
調
査
候
補

地
地
点
を
『
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
』

に
重
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
火
山
や
活

断
層
か
ら
近
い
、
地
盤
が
弱
い
な
ど

好
ま
し
く
な
い
特
性
が
あ
る
地
域

(

オ
レ
ン
ジ
色)

に
該
当
し
て
い
ま
し

た
。 

【
裏
面
へ
】 

 

『
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
』 

提
示
の
経
緯    て

い
く
た
め
、『
地
域
の
科
学
的
特
性
』

を
提
示
す
る
な
ど
の
新
た
な
基
本
方

針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
方

針
を
改
定
す
る
ま
で
に
、
１
５
年
も
の

長
い
月
日
を
要
し
ま
し
た
。 

   

◇ 

オ
レ
ン
ジ
色 火

山
や
活
断
層
か
ら
近
い
、
地
盤 

が
弱
い
な
ど
好
ま
し
く
な
い
特
性 

が
あ
る
地
域 

 

◇ 

灰 
色 将

来
、
掘
削
す
る
可
能
性
が
あ
る 

油
田
や
ガ
ス
田
な
ど
が
あ
り
、
好
ま

し
く
な
い
特
性
が
あ
る
地
域 

 

◇ 

薄
い
緑
色 オ

レ
ン
ジ
色
及
び
灰
色
以
外
の
地 

域
で
、
好
ま
し
い
特
性
が
確
認
で 

き
る
可
能
性
が
高
い
地
域 

 

◇ 

濃
い
緑
色 前

述
の
薄
い
緑
色
の
う
ち
で
、
船 

舶
の
輸
送
に
便
利
な
海
岸
か
ら 

２
０
キ
ロ
圏
内
の
地
域
を｢

輸
送 

面
で
も
好
ま
し
い｣

と
し
、
最
も 

有
力
な
地
域 

核
の
ご
み
の 

最
終
処
分
場
選
定
の
流
れ 

『
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
』 の色分け（４色

） 

『
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
』
に 

詳
細
調
査
候
補
地
を
重
ね
て 

み
た
ら
・
・
・ 



   
                                    裏面 
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【 高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する「科学的特性マップ」 】 
平成 29年 7月 28日公表 経済産業省 こ

れ
を
詳
細
に
み
ま
す
と
、｢

科
学

特
性
マ
ッ
プ｣

で
は
、
活
火
山
（
１
１

１
火
山
）
を
中
心
と
し
た
半
径
１
５
キ

ロ
の
区
域
を
好
ま
し
く
な
い
地
域
と

位
置
付
け
て
お
り
、
高
原
山
は
活
火
山

の
た
め
、
本
町
の
大
部
分
は
好
ま
し
く

な
い
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

選
定
要
件
で
は
、
活
火
山
（
１
１
１
火

山
）
の
う
ち
常
時
観
測
を
し
て
い
る
火

山
（
当
時
４
７
火
山 

→ 
現
在
は
５
０

火
山
）
の
火
口
か
ら
４
キ
ロ
以
内
を
、

除
外
要
件
と
し
て
お
り
、
高
原
山
は
活

火
山
で
は
あ
る
が
、
常
時
観
測
火
山
で

な
い
た
め
、
こ
の
除
外
要
件
に
は
該
当

し
て
い
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
宮
城
県
の
詳
細
調
査
候
補
地

(

栗
原
市
、
加
美
町
、
大
和
町)

３
候
補

地
及
び
千
葉
県
の
詳
細
調
査
候
補
地

(

千
葉
市)

も
、
好
ま
し
く
な
い
地
域

(

オ
レ
ン
ジ
色)

に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

濃
度
レ
ベ
ル
や
施
設
の
構
造
の
違

い
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
場
候
補
地
の
選
定
要
件
に

も
関
わ
ら
ず
、
環
境
省
と
経
済
産
業
省

で
は
、
大
き
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
が

示
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

平成 29年 7月 29日発刊『東京新聞』より 
詳細調査候補地 


